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大
阪
八
尾
市
・
田
中
家
彌
性
園
文
庫
に
伝
わ
る
と
く
に
近
世
か

ら
明
治
ま
で
の
大
坂
に
お
け
る
医
学
が
た
ど
っ
た
遺
産
に
つ
い

て
、
こ
こ
数
十
年
指
に
余
る
諸
賢
に
よ
り
分
析
研
究
が
な
さ
れ
て

い
る
。
中
で
も
古
医
書
の
鑑
識
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
系
統
的
で

な
か
っ
た
が
、
昨
年
北
里
研
究
所
小
曾
戸
洋
ら
に
よ
り
主
に
明
（
ミ

ン
）
渡
来
本
の
発
掘
が
な
さ
れ
て
そ
の
量
と
質
が
注
目
さ
れ
た
。

（
九
九
回
日
本
医
史
学
会
・
函
館
）
。
今
回
こ
の
彌
性
園
全
古
医
書
の

う
ち
、
古
来
薬
方
の
中
核
を
な
す
種
々
の
傷
寒
論
（
金
置
要
略
を
含

む
）
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
存
在
の
提
起
を
行
う
。
出
典
と
分
類
に

つ
い
て
は
小
曾
戸
洋
・
長
浜
善
夫
・
岡
西
為
人
・
中
国
医
学
研
究

院
な
ど
の
著
書
に
拠
っ
た
。

従
来
彌
性
園
の
蔵
書
の
集
積
に
つ
い
て
は
、
十
八
世
紀
初
頭
か

ら
大
坂
に
台
頭
し
た
商
業
の
勢
力
に
根
差
し
た
町
人
階
級
の
文
化
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田
中
彌
性
園
蔵
傷
寒
論
の
考
証

田

中

祐
尾

が
、
中
国
や
朝
鮮
の
印
刷
技
術
の
発
達
と
も
相
俟
っ
て
輸
入
本
や

翻
刻
本
の
流
通
を
刺
激
し
た
結
果
形
成
さ
れ
た
ル
ー
ト
に
沿
っ

て
、
当
時
の
彌
性
園
主
七
代
元
允
（
モ
ト
ノ
ブ
）
や
八
代
元
絹
（
モ

ト
ッ
グ
）
が
主
に
購
入
し
た
も
の
と
い
う
考
察
が
な
さ
れ
て
い
た
。

現
に
平
野
含
翠
堂
や
懐
徳
堂
の
学
者
の
書
簡
、
木
村
兼
葭
堂
か
ら

の
直
信
な
ど
多
く
が
残
さ
れ
て
お
り
当
時
の
先
端
の
文
化
人
と
の

活
発
な
交
流
が
十
分
証
明
で
き
る
。
一
方
今
回
対
象
と
す
る
数
百

冊
の
傷
寒
論
を
は
じ
め
前
述
の
明
本
な
ど
を
吟
味
す
る
と
、
そ
の

系
統
性
と
冊
数
そ
し
て
保
存
の
良
好
さ
な
ど
か
ら
し
て
、
当
時
の

一
藩
の
文
庫
の
内
容
に
も
匹
敵
し
地
方
の
一
村
医
の
短
期
間
で
の

蒐
集
と
し
て
は
少
々
不
自
然
さ
が
残
り
、
そ
れ
が
懸
案
で
も
あ
っ

た
。
経
済
的
な
見
地
か
ら
見
る
と
単
純
に
計
算
し
て
千
両
で
は
賄

え
ぬ
資
金
の
出
所
が
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

今
回
は
原
本
に
対
す
る
発
表
者
の
識
字
読
解
力
が
脆
弱
で
、
各

時
代
の
傷
寒
論
に
独
特
の
修
飾
や
編
蟇
の
内
容
に
つ
い
て
の
言
及

は
し
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
時
代
別
連
続
性
と
正
統
性
、
印
刷
技

術
と
紙
質
、
版
元
の
信
葱
性
な
ど
、
江
戸
初
期
あ
る
い
は
そ
れ
以

前
か
ら
の
蒐
集
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
た
と
の
考
察
が
可
能
と
な

っ
た
。
即
ち
古
い
も
の
の
入
手
時
期
の
時
代
背
景
そ
し
て
流
通
経
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路
の
解
明
が
必
須
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。

田
中
家
由
緒
害
に
よ
る
と
、
天
正
十
三
年
二
月
五
日
に
大
和
国

主
と
な
っ
た
豊
臣
秀
長
が
三
輪
明
神
参
拝
の
剛
、
大
神
主
の
次
男

大
神
（
オ
オ
ミ
ワ
）
基
則
と
い
う
者
を
召
し
抱
え
大
和
郡
山
田
中
村

に
千
石
で
封
じ
た
と
あ
る
。
三
輪
神
官
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、
こ

の
時
期
大
神
主
高
宮
家
系
で
保
房
と
い
う
人
物
が
こ
れ
に
相
当
し

神
主
を
世
襲
し
て
い
な
い
。
父
の
益
房
は
大
神
主
で
従
兄
弟
に
三

位
法
印
良
房
が
い
る
。
こ
の
良
房
が
三
好
一
路
と
い
っ
て
豊
臣
秀

吉
の
姉
日
秀
の
夫
で
あ
り
秀
次
、
秀
勝
、
秀
保
の
三
人
の
男
子
を

設
け
、
三
男
の
秀
保
が
甥
養
子
と
し
て
大
納
言
秀
長
に
迎
え
ら
れ

秀
長
の
死
後
五
年
間
大
和
郡
山
城
主
と
な
る
。
豊
臣
秀
保
と
大
神

基
則
（
高
宮
保
房
）
と
は
従
兄
弟
の
子
同
士
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

仕
官
と
同
時
に
秀
長
に
よ
り
郡
山
城
の
出
城
と
し
て
の
田
中
村
の

環
濠
集
落
を
与
え
ら
れ
以
後
田
中
基
則
と
名
乗
っ
た
。

神
社
勢
力
に
蓄
積
さ
れ
た
「
神
宮
書
方
」
に
つ
い
て
は
久
志
本

常
孝
の
著
書
に
詳
し
い
が
、
三
輪
明
神
に
伝
わ
る
神
方
も
独
特
の

も
の
で
古
く
か
ら
醸
造
の
神
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
大
神
基
則
も

こ
の
神
方
の
継
承
者
で
封
緑
後
郡
山
藩
の
典
医
と
し
て
活
躍
し

た
。
史
実
に
よ
れ
ば
秀
吉
の
晩
年
は
飽
く
な
き
権
力
と
財
力
に
も

の
を
言
わ
せ
た
医
師
、
薬
石
そ
し
て
医
学
書
の
徴
収
蒐
集
に
負
欲

な
日
々
で
あ
っ
た
。
天
正
十
九
年
四
天
王
寺
に
施
薬
院
を
再
興
し

死
ぬ
ま
で
医
学
の
充
実
を
命
じ
た
。
文
禄
の
役
に
は
大
阪
城
で
軍

医
三
百
人
を
閲
兵
、
秀
保
は
肥
前
名
護
屋
に
大
和
郡
山
の
医
師
数

十
人
を
招
集
し
た
。
こ
れ
ら
の
医
学
関
連
事
件
に
豊
臣
政
権
絶
頂

期
の
大
蔵
大
臣
で
あ
っ
た
秀
長
と
そ
の
嗣
子
秀
保
が
関
わ
り
、
そ

の
典
医
田
中
基
則
ら
が
権
力
と
財
力
の
ラ
イ
ン
に
乗
っ
て
実
行
団

の
最
先
鋒
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
豊
臣
勢
力
の
医
学
文
庫
に

あ
っ
た
は
ず
の
医
書
籍
の
数
々
が
な
ぜ
河
内
の
寒
村
に
伝
わ
っ
た

か
に
つ
い
て
説
明
の
紙
幅
が
な
い
が
、
地
方
の
一
家
系
に
そ
の
後

四
百
十
数
年
連
綿
と
伝
わ
っ
た
稀
に
見
る
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

本
邦
医
学
の
道
程
を
辿
る
具
体
的
一
指
標
と
し
て
一
層
の
解
明
が

必
要
と
考
え
る
。

（
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
）


